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個人情報の取扱いに関する意見について（答申） 

 

 

平成２５年６月１４日付け泉佐総総第３８０号で諮問のあった「ふれあい収集事業の実施

に伴うセンシティブ情報の収集について」に係る泉佐野市個人情報保護条例第６条第３項の

規定による収集禁止の例外事項について、下記のとおり答申します。 

 

記 

 

審議結果  承 認 

 

理  由  ふれあい収集事業（以下「本件事業」という。）は、高齢、障害等の理由によ

り、ごみを排出場所に出すことが困難な世帯に対し、戸別に収集するとともに、

希望者には安否の確認を行うことによって、ごみ出しの負担を軽減し、在宅生活

の支援を行うことを目的とするものである。 

諮問された事項については、おおむね、個人情報取扱事務の目的を達成する上

で必要かつ不可欠であると認められる。ただし、いくつかの問題点が見受けられ

ることから、次のとおり意見を付すので、本件事業の実施に当たっては、収集す

る個人情報の必要性を十分に検討し、厳格に運用することとされたい。 

 

意  見 １ 個人情報を収集する場合は、個人情報取扱事務の目的を達成する上で必要か

つ最小限の範囲内で収集することが原則である。本件事業については、戸別収

集を希望する場合、安否確認を希望する場合等に応じて、その必要とされる個

人情報の範囲が異なるものである。ケースバイケースに応じた利用申込書を用

意し、必要かつ最小限の個人情報を収集することとされたい。 

２ 本件事業は、既に実施されていることから、必要な範囲を超えて収集した個

人情報が見受けられるところである。例えば、かかりつけ医や生活保護の受給

情報については、基本的に必要であるとは認められない。この問題を解消する

ためには、新たな利用申込書により改めて同意を得ることが望ましいと考えら

れる。 

３ 泉佐野市ふれ愛収集実施要綱と実際の事業の取扱いに相違点が見受けられ



る。適切ではないと考えられる規定を次のとおり列記するので、改正について

検討されたい。 

⑴ 第１条で「ふれ愛収集」について、「ごみの戸別収集」と「安否確認」と

が互いに異なる概念として定義されていないこと。 

⑵ 対象世帯を規定している第２条各号に「前各号に掲げるもののほか、市長

が特に必要があると認めるもの」が規定されていないこと。 

⑶ 第５条第２項の規定にかかわらず、異常が見受けられる場合には、関係機

関等への連絡をしていること。 

 

 

 


